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1 軟体動物 コウラナメクジ科 マダラコウラナメクジ Limax maxinus

茨城県内では分布を広げており、千葉県へも侵入する可能性が高い ( 長谷川ほか 2009)

2 魚類 コイ科 タイワンタナゴ Tanakia himantegus

市場に流通しており、侵入したら繁殖定着の可能性あり

3 魚類 ギギ科 コウライギギ Pseudobagrus fulvidraco

霞ヶ浦に生息しており、利根川経由で分布拡大の可能性あり（文献 7）

4 魚類 セルサラムス科 ピラニア Serrasalminae sp.

ｶﾗｼﾝ目ｾﾙｻﾗﾑｽ科ｾﾙｻﾗﾑｽ亜科 (Serrasalminae) の総称 . 茨城県にで確認情報あり

5 魚類 ドンコ科 ヨコシマドンコ Micropercops swinhonis (Gunther, 1873)

愛知県で定着 . 茨城県で発見されており , 侵入定着の可能性あり

6 爬虫類 イグアナ科 グリーンアノール Anolis carolinensis

神奈川県のある地域に小集団が定着し ､ すでに数年が経過しているという情報有 ( 神奈川県立生命の星地球博物館 )｡

7 哺乳類 リス科 クリハラリス Callosiurus erythraeus

別名タイワンリス . 茨城県坂東市（目撃情報）、東京都、神奈川県、静岡県などで生息している .

６　注意喚起種リスト　平成 24（2012）年度版
５の外来生物リストの附属リストの一つ目とし

て、注意喚起種リストを作成しました。これは、

隣接する都県にすでに定着している生物であっ

たり、もしくは、これまでに県内での野生個体

が排除されたが、将来的に県内に再侵入するお

それがあり、定着した場合侵略性が高い（在来

分類群 科名 和名 学名

種の生育・生息や人間活動に顕著な影響がでる

もの）と考えられる生物のリストです。今後、

野外で発見された場合は、対策の緊急度や侵入

の影響度は高くなる可能性が大きく、早期対策

のための情報収集が必要な生物といえます。

表　注意喚起種リスト　平成 24（2012）年度版
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分類群 科 和名 学名

1 シダ植物 サンショウモ科 ニシノオオアカウキクサ Azolla filiculoides Lam.

柏市（旧沼南町）で採取。オオアカウキクサ大和型。外来生物の可能性が高い ( 兵庫県博鈴木武氏 )

2 種子植物 イラクサ科 ツルマオ Gonostegia hirta (Blume)  Miq.

国内外来生物の可能性あり

3 種子植物 タデ科 ツルソバ Persicaria chinensis

国内外来生物の可能性あり

4 種子植物 アブラナ科 ハマダイコン Raphanus sativus L. var. raphanistroides Makino

栽培植物の逸出の可能性あり

5 種子植物 ユキノシタ科 ユキノシタ Saxifraga stolonifera Meerb.

国内外来生物の可能性あり

6 種子植物 バラ科 マルバシャリンバイ Rhaphiolepis umbellata (Thunb.) Makino var. integerrima Rehd.

県外系統の可能性あり

7 種子植物 トウダイグサ科 ヤマアイ Mercurialis leiocarpa Siebold et Zucc.

国内外来生物の可能性あり

8 種子植物 ツリフネソウ科 オオキツリフネ Impatiens pallida Nutt. aff.

学名不明確

9 種子植物 グミ科 ナワシログミ Elaeagnus pungens Thunb.

国内外来生物の可能性あり

10 種子植物 グミ科 オオナワシログミ Elaeagnus x submacrophylla Servett.（syn. Elaeagnus nikaii Nakai）

国内外来生物起源の雑種

11 種子植物 アカバナ科 ノダアカバナ Epilobium adenocaulon Hassk.

学名不明確

12 種子植物 ヒシ科 オニビシ Trapa natans L. var. japonica Nakai

国内外来生物の可能性あり

13 種子植物 キク科 カワラハハコ Anaphalis margaritacea (L.)  Benth. et Hook. f.
                                        var. yedoensis (Franch. et Sav.)  Ohwi

国内外来生物の可能性あり

14 種子植物 キク科 クソニンジン Artemisia annua L.

史前帰化の可能性あり

７　要検討種リスト 平成 24（2012）年度版
　ふたつめの附属リストとして、要検討種リ

ストを作成しました。このリストは、これま

でに野外で確認されているが、現時点では生

息の可能性が低いもの、外来か在来かの判断

がつかないもの、もしくは、両方の可能性が

あるもので在来である可能性の方が高いもの

のリストです（外来の可能性が高い場合は、予

防原則にのっとり、本リストに掲載されていま

す）。このリストの生物は、将来、野外調査や

科学的知見の蓄積などにより、本リストに以降

したり、要検討種リストから除外されたりする

可能性があるものです。

表　要検討種リスト　平成 24（2012）年度版

7　要検討種リスト　平成 24（2012）年度版
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分類群 科 和名 学名

15 種子植物 キク科 カワラニンジン Artemisia apiacea Hance

国内外来生物の可能性あり

16 種子植物 キク科 ヨモギ Artemisia indica Willd. var maximowiczii (Nakai) H.Hara

法面緑化として導入されている外来系統の逸出の懸念

17 種子植物 イグサ科 ヒメコウガイゼキショウ Juncus bufonius L.

在来生物か外来生物か判定不能

18 種子植物 ツユクサ科 マルバツユクサ Commelina benghalensis L.

北総の分布は外来の可能性あり

19 種子植物 ツユクサ科 シマツユクサ Commelina diffusa Burm.f.

国内外来生物の可能性あり

20 種子植物 イネ科 ホッスガヤ Calamagrostis pseudophragmites (Haller fil.)  Koeler

緑化植物の種子に混入した国内外来生物の可能性あり

21 種子植物 イネ科 トキワススキ Miscanthus floridulus (Labill.)  Warb.

国内外来生物の可能性あり

22 種子植物 イネ科 アキノエノコログサ Setaria faberi Herrm.

在来生物か外来生物か判定不能

23 蘚苔類 ギボウシゴケ科 ケギボウシゴケ Grimmia pilifera P. Beauv.

国内外来生物の可能性あり

24 蘚苔類 ギボウシゴケ科 チヂレゴケ Ptychomitorium sinense (Mitt.) A.Jaeger

国内外来生物の可能性あり

25 蘚苔類 ギボウシゴケ科 ナガバチヂレゴケ Ptychomitrium linearifolium Reim.

国内外来生物の可能性あり

26 蘚苔類 ギボウシゴケ科 コメバギボウシゴケ Schistidium liliputarum (Muell.Hal.) Deguchi

国内外来生物の可能性あり

27 蘚苔類 ギボウシゴケ科 ホソバギボウシゴケ Schistidium strictum (Turn.) O.Maert.

国内外来生物の可能性あり

28 軟体動物 ナメクジ科 ナメクジ Meghimatium bilineatum

在来生物（史前帰化）か外来生物か判定不能

29 軟体動物 イガイ科 ミドリイガイ Perna viridis

能動分散の可能性も充分考えられる

30 軟体動物 マテガイ科 エゾマテ Solen krusensternii

近年の食用廃棄由来の外来群の可能性あり

31 軟体動物 キヌマトイガイ科 ナミガイ Panopea japonica

近年の食用廃棄由来の外来群の可能性あり

32 昆虫類 シロチョウ亜科 モンシロチョウ Pieris rapae

史前帰化の可能性あり

33 昆虫類 シジミチョウ科 ウラゴマダラシジミ Artopoetes pryeri pryeri (Murray, 1873)

国内外来生物の可能性あり . 県 RDB 掲載種 (C).

表　要検討種リスト　平成 24（2012）年度版 ( つづき）
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34 昆虫類 ハムシ科 トビハムシ類 Clitea sp.

レモントビハムシの可能性あり ( 文献 300).

35 昆虫類 セイボウ科 クロバネセイボウ Chrysis angolensis Radoszkowski

南方からの北進種で分布拡大に人為的要素の疑いがある .

36 昆虫類 セイボウ科 ミドリセイボウ Praestochrysis lusca (Fabricius)

南方からの北進種で分布拡大に人為的要素の疑いがある .

37 昆虫類 アナバチ科 キゴシジガバチ Sceliphron madraspatanum (Fabricius)

南方からの北進種で分布拡大に人為的要素の疑いがある .

38 昆虫類 ミツバチ科 エサキムカシハナバチ Colletes esakii Hirashima

南方からの北進種で分布拡大に人為的要素の疑いがある .

39 昆虫類 シリアゲコバチ科 オキナワシリアゲコバチ Leucospis sinensis Walker

南方からの北進種で分布拡大に人為的要素の疑いがある .

40 昆虫類 クモバチ科 ツマアカクモバチ Tachypompilus analis (Fabricius)

南方からの北進種で分布拡大に人為的要素の疑いがある .

41 昆虫類 ドロバチ科 フカイオオドロバチ Rhychium quinquecinctum (Fabricius)

南方からの北進種で分布拡大に人為的要素の疑いがある .

42 魚類 コイ科 アカヒレタビラ Acheilognathus tabira erythropterus

在来生物か外来生物か判定不能 .

43 魚類 カラシン科 コロソマ Colossoma macropomum

過去の生息情報が不確か .

44 魚類 カワスズメ科 ナイルテラピア Oreochromis niloticus

観賞魚ではなく、定着の可能性低い .

45 魚類 タイワンドジョウ科 コウタイ Channa asiatica

利根川で発見されたが、未定着 . 今後定着の可能性低い .

46 爬虫類 スッポン科 スッポン Perodiscus sinensis

在来か外来か不明 .

47 爬虫類 ヤモリ科 ニホンヤモリ Gekko japonicus

在来か外来か不明 .

48 哺乳類 カンガルー科 ワラビー類 Macropodidae sp.

1990 年代に複数の目撃情報あり . 繁殖定着情報はなし .

分類群 科 和名 学名

表　要検討種リスト　平成 24（2012）年度版 ( つづき）
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イヌムギ 198

322



千葉県の外来生物　2012 年度版
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コバノスナゴケ 227

コバノセンダングサ 157
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328



千葉県の外来生物　2012 年度版

シグレヤナギ 46

シジミ属の一種 241

シジュウカラガン 288

シソ 136

シダレヤナギ 44

シチトウイ 225

シナガチョウ 288
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シナサルナシ 70

シナサワグルミ 43
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シャクチリソバ 49

シャグマハギ 95
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シュクコンバーベナ 132

ジュズカケバト 291

ジュズダマ 199

シュロ 220

シュロガヤツリ 223

シュンギク 160

ショウジョウソウモドキ 103

ショウロ 229

ショカッサイ 82

ショクヨウガヤツリ 224

ショクヨウホオズキ 140

シラゲガヤ 205

シラタマソウ 59

シラホシヒメカツオブシムシ 259

シラホシムグラ 124

シラユキゲシ 73

シルバーリーフコナジラミ 250
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シロバナマンテマ 59
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シロミノカンザシイヌホオズキ 141

シロヤマブキ 89
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スクミリンゴガイ 231
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スジマダラメイガ 255
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セイタカアワダチソウ 174
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セイタカハハコグサ 167

セイタカハマスゲ 225

セイバンモロコシ 218

セイヨウアブラナ 76

セイヨウイラクサ 49

セイヨウウツボグサ 136

セイヨウオオバコ 150

セイヨウオオマルハナバチ 273

セイヨウオトギリ 72

セイヨウキヅタ 118

セイヨウジュウニヒトエ 133

セイヨウタンポポ 177

セイヨウチャヒキ 194

セイヨウトゲアザミ 158

セイヨウニガナ 164

セイヨウノコギリソウ 153

セイヨウノダイコン 82

セイヨウヒキヨモギ 146

セイヨウヒルガオ 126

セイヨウフウチョウソウ 75

セイヨウミツバチ 273

セイヨウミヤコグサ 92

セイヨウヤブイチゴ 90

セイヨウワサビ 76

セキセイインコ 292

ゼゼラ 276

ゼニアオイ 111

ゼニバアオイ 110

セフリアブラガヤ 226

セリバヒエンソウ 68

センダン 106

センダングサ 157

センナリホオズキ 140

ソ 

ソウギョ 277

ソウシチョウ 293

ソウジマミジンマイマイ 235

ソテツ 43

ソバ 49

ソバカズラ 49

ソメイヨシノ 87

ソラマメゾウムシ 269

タ 

ダイサンチク 195

タイトウクグ 225

タイミンチク 213
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タイリクスズキ 283

タイリクバラタナゴ 279

タイワンアイアシ 206

タイワンシジミ 240

タイワンツナソ 109

タイワンドジョウ 284

タイワンハマグリ 242

タイワンホトトギス 183

タイワンマダケ 213

タウナギ 282

タカサゴユリ 182

タカナベイ 189

ダキバアレチハナガサ 132

タケトアゼナ 146

タケノホソクロバ 254

タスキガケサカマキガイ 234

タチイヌノフグリ 148

タチオランダゲンゲ 96

タチスズメノヒエ 211

タチスベリヒユ 55

タチチチコグサ 166

タチテンモンドウ 180

タチバナモドキ 88

タツノツメガヤ 200

タテジマフジツボ 243

タバココナジラミ 250

タバコシバンムシ 261

タバコノミハムシ 269

タブノキ 68

タホウタウコギ 158

タマオオスズメノカタビラ 215

タマガラシ 81

タマザキクサフジ 95

タマザキフタバムグラ 125

タマサンゴ 142

タマシダ 42

タマスダレ 185

タマハジキタケ属種 229

タモロコ 277

ダンゴギク 168

ダンドク 179

ダンドボロギク 165

チ 

チクゴスズメノヒエ 210

チゴフウロ 100

チシマオドリコソウ 133

チチコグサモドキ 167

チチュウカイミドリガニ 246

チマキザサ 216

チャイロコキノコムシ 266

チャイロコメノゴミムシダマシ 266

チャコウラナメクジ 236

チャゴマフカミキリ 268

チャトゲコナジラミ 250

チャネルキャットフィッシュ 281

チャノキ 71

チャバネゴキブリ 247

チャボウシノシッペイ 203

チャボタイゲキ 103

チャボヒゲシバ 199

チャボメヒシバ 200

チャンチン 106

チュウゴクオナガコバチ 272

チュウゴクネジクチゴケ 227

チューリップネアブラムシ 250

チョウザメ科の１種 275

チョウセンスナゴケ 227

チョウセンブナ 284

チョウセンレンギョウ 121

チョロギガヤ 194

ツ 

ツキミセンノウ 59

ツキミソウ 117
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９　索引

ツクシメナモミ 173

ツタギク 173

ツタノハヒルガオ 129

ツタバウンラン 144

ツチフキ 275

ツヅリガ 255

ツナソ 109

ツノミオランダフウロ 99

ツノミチョウセンアサガオ 138

ツノミナズナ 78

ツブエノシメジ 230

ツボミオオバコ 150

ツマグロカミキリモドキ 267

ツマグロヒョウモン 257

ツメクサタコゾウムシ 270

ツメクサタネコバンゾウムシ 271

ツメクサダマシ 96

ツヤミジンマイマイ 235

ツルタデ 49

ツルドクダミ 50

ツルニチニチソウ 123

ツルノゲイトウ 63

ツルマンネングサ 86

ツルムラサキ 56

ツレザキヒルガオ 126

テ 

テツイロヒメカミキリ 267

テッポウユリ 182

テリミノイヌホオズキ（垂れ実型） 141

テンニンギク 166

テンニンチョウ 296

ト 

ドイツスズラン 181

トウカエデ 107

トウゴマ 103

トウテイラン 146

トウネズミモチ 122

トウビシ 117

トガリバツメクサ 95

トキワサンザシ 89

トキワツユクサ 190

トクサオカチョウジガイ 235

ドクゼリモドキ 119

ドクニンジン 119

ドクムギ 208

トゲウラベニガサ 230

トゲオナモミ 178

トゲチシャ 170

トゲハリナスビ 143

トゲミゲシ 74

トゲミノキツネノボタン 69

トゲムネデオネスイ 264

トゲムラサキ 129

トチュウ 47

トネリコ 122

トノサマガエル 285

ドバト 291

トビイロデオネスイ 264

トビカツオブシムシ 259

ドブネズミ 299

トマトサビダニ 243

トマトダマシ 143

トマトハモグリバエ 274

トミサトオトギリ 71

トミサトクサイ 189

ナ 

ナガイモ 186

ナガエコミカンソウ 103

ナガエツルノゲイトウ 63

ナガエモウセンゴケ 72

ナガキンカン 105
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ナガサキアゲハ 257

ナガトミソハギ 114

ナガバアメリカミコシガヤ 223

ナガバオモダカ 178

ナガバギシギシ 52

ナガハグサ 215

ナガバハッカ 134

ナガヒョウホンムシ 262

ナガミイッスンガヤツリ 223

ナガミヒナゲシ 73

ナガワラジムシ 244

ナギイカダ 183

ナギナタガヤ 219

ナシアザミウマ 252

ナシヒメシンクイ 253

ナタネタビラコ 170

ナタネハタザオ 79

ナツシロギク 176

ナツズイセン 184

ナツダイダイ 104

ナツツバキ 71

ナハカノコソウ 53

ナミキドロ 44

ナヨクサフジ 97

ナリヒラダケ 217

ナルトサワギク 173

ナンカイウスベニニガナ 164

ナンカイヌカボ 191

ナンキンハゼ 104

ナンゴクヒメミソハギ 114

ナンテン 70

ナンバンカラムシ 48

ニ 

ニオイスミレ 113

ニオイタデ 50

ニクキビ 196

ニコゲヌカキビ 209

ニシキアオイ 109

ニシノオオアカウキクサ 42

ニジマス 282

ニセアゼガヤ 207

ニセキボシヒラタケシキスイ 264

ニセコウガイゼキショウ 189

ニセコムギダマシ 191

ニセシラゲガヤ 205

ニセマメグンバイナズナ 80

ニッケイ 67

ニッポンモンキジガバチ 273

ニブイロアゼガヤ 207

ニラ 180

ニワウルシ 106

ニワコウラナメクジ 237

ニワゼキショウ 188

ニワトリ 290

ニワナズナ 81

ニワフジ 92

ヌ 

ヌカイトナデシコ 57

ヌカカゼクサ 203

ヌカススキ 192

ヌマガエル 285

ヌマツルギク 153

ネ 

ネギアザミウマ 253

ネコ 300

ネコヤナギ 45

ネズミウシノケグサ ( 仮称 ) 220

ネズミボウキ 180

ネズミホソムギ 208

ネズミムギ 207

ネバリノボロギク 173
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９　索引

ネバリノミノツヅリ 56

ネビキミヤコグサ 92

ノ 

ノアサガオ 127

ノウゼンカズラ 149

ノースポールギク 171

ノゲイトウ 66

ノゲシバムギ 201

ノコギリソウモドキ 153

ノシメマダラメイガ 255

ノスズメノテッポウ 193

ノヂシャ 151

ノハカタカラクサ 190

ノハライシノシタ 236

ノハラカゼクサ 202

ノハラガラシ 83

ノハラジャク 119

ノハラダイオウ 53

ノハラツメクサ 59

ノハラナデシコ 56

ノハラナメクジ 237

ノハラムラサキ 130

ノバリケン 288

ノボロギク 173

ノミノコブスマ 60

ノムラサキ 130

ノラニンジン 120

ハ 

ハイアオイ 111

ハイイロヨモギ 155

ハイオオバコ 150

ハイキジムシロ 88

ハイキンポウゲ 69

ハイコヌカグサ 192

ハイニシキソウ 102

ハイビユ 64

ハイマキエハギ 92

ハイミチヤナギ 51

バイモ 181

ハカマオニゲシ 73

ハキダメガヤ 201

ハキダメギク 166

バクガ 254

ハクチョウゲ 125

ハクビシン 300

バクヤギク 55

ハクレン 278

バケヌカボ 192

ハコベホオズキ 141

ハシカグサモドキ 125

バショウ 226

ハス 70

ハス 278

ハゼラン 55

パセリ 120

ハタケニラ 182

ハタザオガラシ 83

ハタザオギキョウ 152

ハチク 213

ハッカチョウ 297

ハツカネズミ 298

パツラマイマイ 236

ハトノチャヒキ 197

ハトムギ 199

ハナアザミウマ 252

ハナイソギク 161

ハナガサギク 172

ハナカタバミ 98

ハナガメ 286

ハナカンナ 179

ハナクサキビ 208

ハナダイコン 82

ハナツクバネウツギ 151
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ハナヅルソウ 54

ハナナ 77

ハナニラ 183

ハナヌカススキ 192

ハナハマセンブリ 123

ハナビザクロソウ 54

ハナビシソウ 73

ハナヤエムグラ 125

ハハコグサ 166

ハブタエモノアラガイ 233

ハマカキネガラシ 83

ハマガヤ 207

ハマグリ 241

ハマシメジ 229

ハマチャヒキ 197

ハマニンニク 207

ハマヒサカキ 71

ハマワスレナグサ 131

ハラジロカツオブシムシ 260

パラワンオオヒラタクワガタ 258

ハラン 181

ハリエンジュ 94

ハリゲナタネ 77

ハリゲヤグルマハッカ 135

バリケン 288

ハリナスビ 143

ハリノホ 205

ハリヒメハギ 106

ハリビユ 66

ハルガヤ 194

ハルザキヤマガラシ 76

ハルジオン 165

ハルシャギク 163

パンパスグラス 199

ヒ 

ヒイラギナンテン 70

ヒイラギモクセイ 122

ヒガンバナ 184

ヒゲガヤ 200

ヒゲギネアキビ（仮称） 209

ヒゲナガスズメノチャヒキ 197

ヒゴスミレ 113

ヒサウチソウ 144

ヒジキゴケ 228

ビゼンナリヒラ 217

ヒタチマイマイ 238

ヒトフサニワゼキショウ 188

ヒナウキクサ 221

ヒナウンラン 144

ヒナキキョウソウ 152

ヒナゲシ 74

ヒナツメクサ 97

ヒノキ 42

ヒマワリ 168

ヒメアオゲイトウ 64

ヒメアマ 101

ヒメアマナズナ 78

ヒメアメリカアゼナ 145

ヒメウキクサ 222

ヒメウコギ 118

ヒメオドリコソウ 134

ヒメカツオブシムシ 259

ヒメカナリークサヨシ 212

ヒメキンセンカ 158

ヒメクマツヅラ 132

ヒメケイヌホオズキ 142

ヒメコハクガイ 237

ヒメコバンソウ 196

ヒメジョオン 165

ヒメシロビユ 64

ヒメスイバ 51

ヒメセトガヤモドキ 212

ヒメダカ 283

ヒメタツノツメガヤ 200
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９　索引

ヒメツルウンラン 145

ヒメツルソバ 50

ヒメナンヨウガヤツリ 226

ヒメヌカススキ 192

ヒメハマアカザ 62

ヒメハルガヤ 193

ヒメヒオウギズイセン 186

ヒメビジョザクラ 133

ヒメヒマワリ 169

ヒメヒレアザミ 159

ヒメフウロ 100

ヒメフタトゲホソヒラタムシ 264

ヒメブタナ 169

ヒメボクトウ 253

ヒメマツバボタン 55

ヒメムカシヨモギ 162

ヒメムツオレガヤツリ 224

ヒメムラサキフウチョウ 75

ヒメモロコシ 218

ヒメヤシャブシ 46

ヒメリュウキンカ 69

ヒユ 65

ビヨウヤナギ 72

ヒラタキクイムシ 261

ヒラマキミズマイマイ類 234

ヒルザキツキミソウ 117

ヒレタゴボウ 116

ヒレハリギク 160

ヒレハリソウ 131

ビロードクサフジ 98

ビロードホオズキ 140

ビロードモウズイカ 147

ヒロハウシノケグサ 204

ヒロハシャゼンオモダカ 178

ヒロハフウリンホオズキ 139

ヒロハホウキギク 156

ヒロヘリアオイラガ 254

ビワ 87

ビワヒガイ 279

フ 

フイリカツオブシムシ 260

フイリゲンジスミレ 113

フウセンカズラ 107

フェレット 299

フサジュンサイ 70

フサフジウツギ 144

フジアザミ 161

フシネキンエノコロ 217

フタオビツヤゴミムシダマシ 266

ブタクサ 154

ブタクサハムシ 269

ブタクサモドキ 154

フタトゲホソヒラタムシ 264

ブタナ 169

フッキソウ 108

ブドウホオズキ 140

フナバシソウ 170

フユアオイ 111

フヨウ 110

フヨウカタバミ 99

ブライダルベール 189

フラサバソウ 148

ブラジルコミカンソウ 105

プラタナスグンバイ 248

フランスギク 171

フリソデヤナギ 46

ブルーギル 283

プレコ 281

フロリダマミズヨコエビ 245

ブンチョウ 295

ヘ 

ペカン 43

ヘキチョウ 295
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ヘクソカズラグンバイ 248

ベダリアテントウ 265

ベニカタバミ 98

ベニスズメ 294

ベニスズメガヤ 203

ベニバナ 159

ベニバナセンブリ 123

ベニバナツメクサ 96

ベニバナボロギク 163

ペヘレイ 282

ヘラオオバコ 150

ヘラバヒメジョオン 175

ペラペラヨメナ 165

ヘリグロヒラタケシキスイ 263

ヘレナキシタアゲハ 257

ホ 

ホウオウジャク 297

ホウキガヤツリ 223

ホウキギ 63

ホウキギク 156

ボウムギ 208

ホウライシダ 41

ホウライチク 195

ホオジロカンムリヅル 290

ホオズキ 139

ホコガタアカザ 61

ホザキニワヤナギ 51

ホザキマンテマ 58

ホザキモウズイカ 147

ホシアサガオ 128

ホソアオゲイトウ 65

ホソウミニナ 231

ホソエガラシ 83

ホソノゲムギ 206

ホソバアカザ 61

ホソバイヌビユ 64

ホソバウンラン 145

ホソバオオアマナ 182

ホソバキンゴジカ 112

ホソバツルノゲイトウ 63

ホソバナガハグサ 214

ホソバヒイラギナンテン 69

ホソバヒメミソハギ 115

ホソバフウリンホオズキ 139

ホソバモンパミミナグサ 54

ホソヒメマキムシ 265

ホソミキンガヤツリ 224

ホソムギ 207

ホソワラジムシ 245

ボタンウキクサ 221

ボタンクサギ 131

ボタンゲシ 73

ホテイアオイ 186

ホテイチク 212

ホナガイヌビユ 66

ホナガカワヂシャ 149

ホロホロチョウ 290

ホンセイインコ 292

ホンビノスガイ 241

ホンモロコ 277

マ 

マグワ 48

マサキ 108

マスクラット 298

マダラロリカリア 281

マツカサコウガイゼキショウ 189

マツノザイセンチュウ 230

マツバウンラン 145

マツバギク 55

マツバゼリ 119

マツヘリカメムシ 248

マツヨイグサ 117
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マツヨイセンノウ 58

マデイラコナカイガラムシ 251

マテバシイ 46

マメアサガオ 127

マメガキ 121

マメカミツレ 163

マメグンバイナズナ 81

マメハモグリバエ 274

マルバアサガオ 128

マルバアメリカアサガオ 127

マルバツユクサ 189

マルバトゲチシャ 170

マルバハッカ 134

マルバフジバカマ 153

マルバマンネングサ 85

マルバルコウ 127

マンゴーツメハダニ 243

マンテマ 59

ミ 

ミカヅキゼニゴケ 228

ミカンキイロアザミウマ 251

ミシシッピアカミミガメ 285

ミジンコウキクサ 222

ミジンマイマイ 235

ミズカンナ 227

ミスジナガハグサ 215

ミズヒマワリ 168

ミチタネツケバナ 78

ミチヤナギ 51

ミツバオオハンゴンソウ 172

ミツモトソウ 88

ミナトアカザ 62

ミナトタムラソウ 137

ミナトムグラ 124

ミナミアオカメムシ 249

ミナミイシガメ 286

ミナミキイロアザミウマ 252

ミナミトゲヘリカメムシ 248

ミナミメダカ 283

ミノボロモドキ 216

ミミイヌガラシ 82

ミミヒダハゲワシ 289

ミヤガラシ 82

ミヤコグサモドキ 94

ミヤコゼニゴケ 228

ミヤコタナゴ 280

ミヤコワスレ 156

ミヤマハタザオ 76

ミヤマヨメナ 156

ミョウガ 226

ム 

ムカゴオオウシノケグサ 205

ムギクサ 206

ムギツク 279

ムクゲ 110

ムクゲチャヒキ 196

ムクロジ 108

ムサシアブミ 220

ムシトリナデシコ 58

ムシトリマンテマ 58

ムラサキイガイ 239

ムラサキイガヤグルマギク 159

ムラサキウマゴヤシ 93

ムラサキウンラン 145

ムラサキオオエノコロ 218

ムラサキカタバミ 98

ムラサキツメクサ 96

ムラサキツユクサ 190

ムラサキナギナタガヤ 219

ムラサキノキビ 204

ムラサキハナナ 85

メ 

９　索引
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メキシコマンネングサ 85

メグサハッカ 134

メダカ 283

メノマンネングサ 86

メマツヨイグサ 116

メリケンガヤツリ 224

メリケンカルカヤ 193

メリケントキンソウ 174

メリケンムグラ 124

モ 

モウコガマ 222

モウズイカ 147

モウソウチク 213

モクゲンジ 108

モクセイマルハダニ 243

モノアラガイ類 233

モミジアオイ 110

モミジバスズカケノキ 85

モミジバルコウソウ 128

モモイロペリカン 287

モロヘイヤ 109

モンキジガバチ 273

モンキジガバチ台湾亜種 273

モンツキナガミヒナゲシ（仮称） 73

ヤ 

ヤーコン 174

ヤギムギ 190

ヤグルマギク 159

ヤグルマハッカ 135

ヤサイゾウムシ 270

ヤシャダケ 217

ヤセウツボ 149

ヤダケ 216

ヤナギトウワタ 123

ヤナギハナガサ 132

ヤナギバヒメジョオン 175

ヤネタビラコ 164

ヤノネカイガラムシ 251

ヤノネボンテンカ 112

ヤバネムギ 205

ヤブチョロギ 137

ヤマクルマ 230

ヤマゴボウ 53

ヤマトシジミ種群 241

ヤマムスメ 297

ヤミヨキセワタ 233

ヤリタナゴ 280

ヤンバルミチヤナギ 51

ユ 

ユーカリハムシ 269

ユウゲショウ 117

ユキヤナギ 90

ユズ 104

ユメノシマガヤツリ 223

ユリズイセン 185

ユリノキ 67

ヨ 

ヨウシュチョウセンアサガオ 138

ヨウシュハッカ 134

ヨウシュヤマゴボウ 53

ヨーロッパアナウサギ 298

ヨーロッパケナガイタチ 299

ヨーロッパフジツボ 244

ヨコヅナサシガメ 248

ヨコハママンネングサ 86

ヨモギギク 176

ラ 

ラッキョウ 179

ラッパズイセン 185
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ラミーカミキリ 268

ランヒメハダニ 242

リ 

リュウキュウチク 214

リュウキュウハゼ 107

リンゴスガ 254

ル 

ルイスアケハダニ 242

ルリニワゼキショウ 187

ルリムスカリ 182

レ 

レンコンネモグリセンチュウ 230

ロ 

ロベリアソウ 152

ワ 

ワカサギ 281

ワサビ 80

ワスレイソシジミ 239

ワスレナグサ 131

ワタカ 278

ワタゲツルハナグルマ 155

ワタヘリクロノメイガ 254

ワタミヒゲナガゾウムシ 270

ワタリミヤコグサ 93

ワニガメ 287

ワラジムシ 245

ワルナスビ 142

９　索引
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